
ＪＡ都市農村交流全国協議会
企画運営専門部会第４分科会 第1回会議資料

ＪＡ都市農村交流 課題の抽出

「ＪＡくらしの活動」間における連携について

平成22年7月28日

ＪＡ都市農村交流全国協議会



＜課題候補＞
１．高齢者の活動支援メニューとの連携
２．地域が一体となったＪＡ食農教育プログラム
の展開

３．ＪＡファーマーズ・マーケットを活用した交流の
展開

４．貸農園・体験農園の整備・活用
５．ＪＡ女性組織と連携した取り組み

【第４分科会】
「ＪＡくらしの活動」間における連携について



【高齢者の活動支援メニューとの連携】

健康づくり・いきがいづくりの一環として、都市
農村交流における高齢者の豊富な経験と知識
に裏打ちされた役割を活かせる取り組みと仕
組みが必要である。
健康寿命100歳プロジェクトにおける役割の明
確化をおこなう。

課題候補１



（１）理由

高齢者や中高年層が子どもや地域外の人たちとふれ
あい、交流することが、

①教えることが生み出す高齢者の喜びからいきがい
へとつながり、健康にも効果的、またなかまづくり
にも有効である。

②地域文化や郷土料理の継承・伝承につながる。
③昔からの地域特有の「良さ」が活かされていない。
④地域の観光資源の再発見を担う役割が期待できる。

課題候補１



（２）現状・事例

①同地域における同世代どうしの場づくりが多い。

② ＪＡは生活、金融等、対応が一元化されておらず、
活動の連携がはかられていない。

③高齢者が持っている豊富な知識と経験、技術等が
整理されていない。

※今の農業の現状も伝える必要がある。

課題候補１



（３）懸念されること

①その地域に伝わる無形の伝統や文化を継承できな
い。

②高齢者のいきがいづくりに活用されない。

③伝統的な家屋、農機具等がなおざりになる。

④高齢者の地域で孤立・孤独化が進んでいく。

課題候補１



（４）解決に向けた整理の方向

①地域文化や郷土料理、農機具等の調査保
存。

②高齢者が活躍するプログラムの作成。

③ ＪＡが対応を一元化できる仕組みの検討。

課題候補１



【地域が一体となったＪＡ食農教育プログ
ラムの展開】

都市部ＪＡと農村部ＪＡが連携をはかり、消
費者が地域内外の農業を学ぶ機会を提供
する仕組みづくりが必要であり、特に都市
部の子どもたちに向けた取り組みの強化が
必要である。

課題候補２



（１）理由

① ＪＡの店舗がない地域に対する「ＪＡ食農教育」が浸透
しておらず、次世代に向けた取り組みとなっていない。

②消費者が「農」から「食」へとつながるプロセスを理解し、
国産農産物の購入を増大させることが、農業者の生産へ
の意欲になり、「食と農の循環」につなげることができる。

課題候補２



（２）現状・事例

① ＪＡ、団体が各々取り組んでいるが、プログラムとし
て整理・確立していない。

②農業体験、料理体験や農産物加工体験等が一連
のプログラムになっていない。

③単発的な農業体験が多く、周年的な取り組みが尐
ない。

④ ＪＡでは地域内を対象とした取り組みが多い。
⑤ 「出前授業」等の取り組みはあるが、まだまだ尐な
い。

課題候補２



（３）懸念されること

①体験プログラムに広がりが持てない。

② プログラムが単一の傾向となっていて、体系だてた
ものになっていない。

③受入れ体制（担当者）が十分でない。

④子どもの体験が感動的に親に伝わらず、波及効果
が期待できない。

課題候補２



（４）課題に向けた整理の方向

① ＪＡおちいまばり農産物直売所「さいさいきて屋」に
おける「さいさいキッズクラブ」の調査。

一年間を通じて農業体験や料理体験をおこない、自然と触れ
合い楽しみながら、食の大切さを学んでいく。

田植え体験の様子 田んぼや川の生き物調査

課題候補２



（４）課題に向けた整理の方向

② （社）家の光協会が支援する「あぐりスクール」との
連携の考究。

５月から来年１月にかけて９回実施します。（ＪＡ栗っこ）

課題候補２



（４）課題に向けた整理の方向

③ ＪＡこども村の周年化への取り組みを検討。

課題候補２



【ＪＡファーマーズ・マーケットを活用した
交流の展開】

Ａ）生産者と消費者の「交流の拠点」として
の機能を発揮することが必要である。

課題候補３



（１）理由

①生産者と消費者の「顔の見える関係」を築くためで
ある。

②つくり・育て・採り・食べる喜びを感じることできるＪＡ
らしい拠点展開・付加価値づくりが必要である。

課題候補３



（２）現状・事例

①大型農産物直売所の競合が激化している。

②単なる農産物の販売にとどまっており、スーパー等
との差別化が明確でない。

③ ＪＡ食農教育における「食」の役割を発揮できてい
ない。

課題候補３



（３）懸念されること

①消費者に地産地消の意義を伝える機会がなくなる。

②民間スーパー等との差別化がはかれない。

③商圏の拡大をはかることができない。

課題候補３



【ＪＡファーマーズ・マーケットを活用した
交流の展開】

Ｂ）ＪＡファーマーズ・マーケット間の物流の
みならず、生産者および消費者の交流
を促進することが必要である。

課題候補３



（１）理由

①生産者相互の交流による意欲や技術の向上

②消費者の産地での生産者との交流によるＪＡグ
ループ全体での取り組みに対する理解促進。

課題候補３



（２）現状・事例

①物流間の取り組みに限られており、消費者または
生産者の交流はあまり行われていない。

②実施している場合でも生産者同士の交流にとど
まっており、消費者の交流には至っていない。

③農協観光では都市部のスーパーの主催する産地
見学ツアーを実施したことがある。

課題候補３



（３）懸念されること

①地域外の農産物を取り扱うことへの理解がはかれ
ない。

②農産物に対する安全・安心の面で、消費者に不安
を与える可能性が生じ、地産地消（安心感）をうた
う店舗全体のイメージに影響を与える可能性があ
る。

課題候補３



（４）解決に向けた整理の方向

① ＪＡおよびＪＡグループの交流拠点計画
（ＪＡホクレン 食と農のふれあいファーム「くるるの杜」）

課題候補３



（４）解決に向けた整理の方向

②出荷先直売所での出荷元生産者による販売体制
の整備。

③直売所間提携を促進する体制を整備。

④ インショップ、商店街、アンテナショップ等を利用す
る消費者と生産者との交流の把握。
ハッピーロード大山商店街
全国ふる里ふれあいショップ 「とれたて村」

（※参考資料に詳細を記載）

課題候補３



【貸農園・体験農園の整備・活用】

貸農園等の開設・整備をすすめ、一定の地
域を往来する都市農村交流を促進する。
これに伴う滞在施設の整備、二地域居住へ
の展開等についても検討する必要がある。

課題候補４



（１）理由

① リピーターを確保する上で有効な取り組みである。

②休耕地を活用による景観・環境等の保全に有効で
ある。

③一定の経済的な効果も期待できる。

課題候補４



（２）現状・事例

①補助事業で実施されたクラインガルテン等の事例
はあるが、施設の保守に負担がかかりすぎている。

②地域内の市民農園が中心となっていて、地域外を
受け入れる貸農園・体験農園を開設する意義が整
理されていない。

③農協観光では都市部のスーパーの主催する産地
見学ツアーを実施したことがある。

課題候補４



（３）懸念されること

①法改正による規制緩和が進むなか、行政やＪＡ以
外が主体となる取り組みが増加してくる。

②休耕地の増加に対する解決策を見出すことができ
ない。

課題候補４



（４）解決に向けた整理の方向

①神奈川県大井町における農協観光協会の事例

～あしがらの里 体験農園～

課題候補４

農業体験農園とは？
従来の市民農園とはまったく違う発想のもと、栽培の段階から市民・消費
者が参加できる形態をとる農園として、開設者（園主）が耕起や作付計画
の作成、施肥・農薬散布の方法と時期、収穫期に至るまで細かく入園者に
指導するため、初心者でも安心して農作業ができるだけでなく、安全・安心
な農産物の栽培などを通じて、農業の理解促進に大きな役割を果たしてい
ます。



（４）解決に向けた整理の方向

②定年帰農者と耕作放棄地を活用した
ＪＡはだの「さわやか農園」の事例

秦野市内には、ＪＡはだのが開設する市民農園「さわやか農園」や農家組合が開設する「ふれ
あい農園」があります。自然とふれあい、気軽に農業を体験できる市民農園を体験できます。
１． 所在地秦野市内各地区
２． 総区画数 ３１農園 ２９８区画
３． 募集対象県内在住の方
４． 利用期間 ３月1日から翌年２月末日の１年間 （継続利用も可能です）
５． 利用料年額 ６，０００円～／１区画１００（原則）
６． 利用区画 １区画以上（１００）
７． 申込書はだの都市農業支援センター・各支所・支店に備えています。
８． 申込先はだの都市農業支援センター・各支所・支店
９． 利用施設水道・トイレ・農機具等の貸し出しはありません。（畑のみの貸し出し）
10．その他申込を希望される方は、別紙利用者心得を必ずお読みの上、お申込ください。

課題候補４



（４）解決に向けた整理の方向

③ ＪＴＢと相模原市のボランティア団体が実施する
「宿借（やどかり）」農園の事例

農地近隣の宿泊施設に繰り返し宿泊することを視野に入れた「宿・借農園」宿泊プランを発売
JTBグループのエコツアーブランド「GREENSHOES」を牽引するJTB関東は、神奈川県相模原市藤野地区
の遊休農地が整備され、週末には農業指導員の指導がつく19区画の農園販売が開始されるのを機に、農地
近隣の宿泊施設に繰り返し宿泊してすることを視野に入れた「宿・借農園」宿泊プランを7月6日から発売する。
新しい旅の楽しみ方として、幼児・小学生を持つ30代の都会の家族連れの夏休み向けや団塊の世代向け、
環境に配慮した新しい企業の福利厚生プランとしての需要を見込む考え。

JTB関東は、2007年からカーボンオフセット付の旅行商品、パーキング、リフト券、クオカード、DMなどを開
発・販売し、延べ15万人以上の参加実績があるという。2008年から、カーボンオフセット付の旅行商品に加え
地域経済の活性化と食料自給率アップに貢献できる商品開発を、農業体験や民泊受入れで実績のあるLS

プランニングと、神奈川県相模原市藤野町エリアの全面的な協力のもと展開してきたとのこと。将来は日本
各地での展開も視野に入れ、藤野エリアを発祥とする「地球を感じる新しい旅のスタイル」の普及を研究・開
発していく考え。
神奈川県相模原市藤野地区は、都心から63km、相模湖畔に位置しながら自然豊かで神奈川の水源を守
る町。にほんの里100選に選ばれた佐野川地区の風景、ゆずの里、ほたるの舞う清流。都会との交流の柱と
なっている野菜収穫、マイ箸作り、うどん打ち体験等々とそれを支える温かな心を持つ地元の人々が魅力の
町となっている。（2009年7月ニュースより）

課題候補４



【ＪＡ女性組織と連携した取り組み】

得意分野を活かした女性らしい受入体制
の整備

課題候補５



（１）理由

①農家体験・料理体験・加工品体験においては女性
の活躍が必要である。

②都市農村交流は、加工品生産販売・農家レストラン
等の起業に結びつくことが多い。

課題候補５



（２）現状・事例

①女性組織の活動が都市部の人たちに広く知らされ
ていない。

②女性組織の活動計画において、都市農村交流の
具体的な取り組みが明記されていない。

課題候補５



（３）懸念されること

①女性組織が都市農村交流に取り組まなくなる。

②都市農村交流の取り組みには女性の力が不可欠
であり、取り組みが大きく進めることができない。

課題候補５



（４）解決に向けた整理の方向

①女性部が実施する都市農村交流における役割の
整理

②女性（グループ）が経営する農家レストラン・加工品
生産の事例
・秋田市 農家レストラン地張庵

課題候補５


